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肌焼鏑のオーステナイト結晶粒虔の細いものを安定してうる目的で,Al添加による結晶粒度調整法

について検討し,添加方法としては取鍋内添加が炉内添加に比し良好であり,

度に応じた適量を求め,製鋼作業上の指針をえた｡

1.緒

鋼のオーステナイト結晶粒(以下結晶粒度と略す)は

鍋の諸性質と密接な関係をもち,一般に結晶粒の粗い鋼

は焼入深さが大となり(1),同一硬度における粘さが少な

く(2〉,遷移温度が高く(3),また焼戻脆性も大である(4)と

いまっれ,そのほかの諸性質との関係も認められている｡

特に最近広く行われるようになったガス渉旋法でほ,

渉炭後直接焼入れするために粗粒鋼ほ

生が紳粒鋼に比べて

割,ひずみの発

く多いので,肌焼鋼についてほ

結晶粒度の細い鋼を要求され, l 上結晶粒度の調

整が重要な問題となってきた｡

結晶粒度に影響する因子としては,従来酸化物(5),窒

化物(6),硫化物(7)などが考えられていたが,最近では(8)

~(12)Alキルド低炭 鋼においては主として窒化物,す

なわち窒化アルミニウムによるものと考えられるように

なった｡

本報では実際製鋼作業上アルミニウム 加による結晶

粒度調整法について検討した結果について報告する｡

2.月更鍋下試料と製品本体試料との関係

製鋼作業上,結晶粒虔を調整する場合に

験結果と取鍋下先行

品本体の試

料との関係,すなわち′J､形鋼塊と

製品本体との結晶粒虔の関係が明らかでないと意味が少

ないので,まず両者の関係について調査した｡

2.1 料採月支方法

6t塩基性弧光炉 で1 製した肌焼鋼の造塊時,10kg

第1義 旗 格

加量については結晶粒

鋼塊(平均径,95mm¢)を鋳造中期取鍋下より採取

し,22mm¢に鍛伸し,一定位置より試験片を採取し

た｡製品本体試験は50～120mm¢圧延材の一定位置

より削出試料採取した｡

2.2 結晶粒度試験方法

10kg鋼塊および製品本体の試料いずれもJISの惨

炭法(9250Cx6 問)で行った｡

2.3 月支鍋下試料と製品本体 料との関係

第1表に示す規格成分のSNC21,22およびSCM21

の248溶解について 査した結果,両者の相関係数は

0.528で1%以下の危険率で相関関係が認められ,95%

の信頼度で次式がえられた｡

Y=0.947Ⅹ十0.40土0.80

ただし Y:製品本体試料粒度番号

Ⅹ:取鍋下試料粒度番号

以上のごとくかなりの精度をもって製品本体の

度を小形鏑塊で代表しうると考えられる｡

3.Al添加方法と結晶粒度との関係

3.1炉内添加

SNC21について炉内にAlを

450gの金属アルミニウム塊を

晶粒

加する前とトン当り

加した後より10kg鋼塊

を採改し,前記の方法で結晶粒度試験した結果を弟2表

に示す｡

に示すごとく Al 加前の平均粒虔 4.5 が 加後

6.1となる程度で混粒のものも認められ微細化効果ほ少

ない｡
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第2表 炉内Al添加前後の結晶粒度比較

荘:()印は混粒を示す

第3表 炉内Al添加量と結晶粒度との関係

炉内添加Al量を変えた場合の結晶粒度分布ほ弄3表

に示すごとくで,ばらつきが大きく安定して細粒鋼をう

るにほ適当でないと考えられ,また

てもその効果ほ少ない｡

加Al量を多くし

炉内に同量のAlを添加しても結晶粒虔のばらつきが

かなり大きい｡この原因を明らかにする目的で溶製条件

と結晶粒歴との関係をSNC21のトン当り 300g Alを

炉内添加したものについて調 した｡

諸熔製条件のうち相関関係の認められたものは第】図

に示すごとく,Al 加時の鋼津中の∑Fe量のみであ

った｡すなわち炉内でAlを添加する場合,鋼淳の脱酸

度が悪いと Alの歩留が悪く結晶粒度が細くならないと

考えられる｡

3.2 月更鍋内添加

こ坂鍋内でトン当り450gのAl添加前後より10kg鋼塊

を採取し,結晶粒虔試験を行った結果を第4表に示す｡

炉内 加の場 合であったが,Al

細くなる｡

と同じく,Al添加前の平均粒度は4.5

加により平均粒度は7.7 ときわめて

坂鍋内でトン当り 450g添加した

場合の製品本体結晶粒度分布は弟5

表に示すごとくで,弟3表のトン当

り450g炉内
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加の場合に比し結晶

第40巻 第8号

粒度ほ細く,かつ標準偏差も1.19～1.50 に

比し0.48～0.57と小さく,細粒鋼を安定して

うるためには炉内添加より取鍋添加が好まし

いと考えられる｡

第5表に示すごとく SNC 系肌焼鋼は

SCM21より Al同量 加に比し細くなる傾向である｡

これほSNC系ほNi含有量が高いためNiによる微細

化効果(13)によるものと考えられるもその原因は明らか

でない｡

4･Al添加法と非金属介在物との関係

上述のごとく細粒鋼は取鍋内でAlを添加することに

よってかなり安定してえられるが,Al使用量について

はAlを多量に使用すると介在物が増大する(14)(15)とも

いわれているのでAl

調査した｡

加方法と介在物の関係について

SNC21についてAl添加法と清浄度との関係を葬る

表に示す｡清浄度は旧学撮法で測定した*｡

表のごとく炉内で 加量を多くした場合も大差なく,

取鍋内添加で結晶粒度の細い場合もB系清浄度は良好な

傾向を示す｡

砂庇数との関係を策7表に示す｡表の砂痕数は 50～

80mm¢製品について,同一熔解から4個以上砂症試験

片を採取し(D-5)nlrnの試験面に現われた砂紙数を

100cm2の面積当りに換算した値である｡すなわち取鍋

内Al添加は炉内Al 加に比して,砂庇数はほとんど

変らずむしろ良好な傾向を示している｡

以上のごとく Alの〕夜鍋内 加は介在物を少なくする

傾向で悪影響ほ認められず問題ほないと考えられる｡

第4表 取鍋内Al添加前後の結晶粒度比較

第5表 取鍋内トン当り450gAl添加時結晶粒度

注:()印は混粒を示す

ββ ♂∫ /♂ // /2

月J漆力]8寺瀾)亨中 ∑僅合秦量(%ノ

第1図 結晶粒度番号と鋼淳中∑Fe量との関係

第6表 Al添加方法と清浄度との関係

*
本実験は新学振法制定前に行ったため1日学振法で測定した｡
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5.結晶粒度調整ラ去

5.1結晶粒度と窒化アルミニウムとの関係

結晶粒度と鋼巾Alの各形態の含有量との関係を調査

した結果,酸化アルミニウム,金属アルミニウムについ

てほ結晶粒 との関係は認められなかった｡窒化アルミ

ニウム含有量についてほ第2図のごとき関係が認められ

た｡すなわち結晶粒庭番号6～8のものをうるには窒化

アルミニウムとしてのAlが0.003～0.005%になる窒化

アルミを鋼中で生成せしめるよう Alを添加すればよ

い｡

5.2 結晶粒度と仝Al量との関係

晶粒度を安定してうるためには窒化アルミニウム含

有量を調整すればよいが,製鋼作 上の調整ほ困難であ

るので,全Al含有量と結晶粒度との関係を調 した｡

その結果は第3図のごとくで全Al量0.024～0.042%

の範囲では相関係数r=0.569で1%以下の危険率で相

関関係が認められ,95%の信頼度で結晶粒度は次式で表

わしうる｡

G.S.(No.)=163.2∑Al(%)十2.61±1.35

すなわち, 加Alの歩留が安定すれi･ま結晶粒度が安

定してえられると考えられる｡

取鍋内にAlを†ソ当り 450g程度添加した場合の平
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第3図 全Al含有量と結晶粒庭番号との関係

均Al歩留は65.0%で頗準 差は11.1%であった｡

弟3国より粒庭番号6以上の細粒鋼をうるにほ全Al

最ほ0.029%必要であり,Al歩留65%として約450g

のAlをトン当り取鍋中に

る｡

る.柘

加するのが適当と考えられ

l=1

肌焼鋼について細粒鋼を安定してうる目的で主として

Al 加方法について検討した結果,次の点が明らかと

なった｡

(1)収鍋下試料と製品本体試料の結晶粒度ははぼ一

致する｡

(2)炉内 加ほ結晶粒娃のばらつきが大きく,細粒

鋼をうるには不適で,取鍋添加がよい｡

(3)取鍋内Al 加は介在物に対して良好な傾向で

悪影響は認められなかった｡

(4)結晶粒度と窒化アルミニウムとの関係が認めら

れたが, 整上全アルミニウムを調整すればよく,ト

ン当り450g程度の取鍋中 加のAl歩留は65%で,

この点より細粒鋼を安定してうるにはトン当り 450g

程度の寂鍋内Al添加が好ましい｡

終りに臨み絶えず御指導を賜わった日立金属工

会社安来工場桧垣次長に深甚なる 意を表する｡

株式
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新 案 の 紹 介,

秋 山 勝 彦

油圧押上機の作動速度調節装置

この考案は押上機の用途に応じてピストンの上昇速度

と下降速度を別個に調節できるようにしたもので,調節

装置は内側シリンダの上部に取り付けた円筒形弁箱とそ

の内面にそって摺動する浮動弁と弁箱の孔の開きを加減

する上下2個の回転弁と歯車をかいして回転弁に速けい

された操作軸とで構成され,浮動弁には下方にのみ聞く

逆止弁が設けられている｡

ピストンの上昇時には弁箱の上の孔から入った油が逆

止弁を押開いてラソナに吸込まれ,下降時には浮動弁が

油圧で押上げられ弁箱の下の孔から油を逆流させる｡

したがって外部から回転弁を回して孔の開きを加減す

れはピストンの上昇,下降速度を互に無関係に,かつ広

範囲に調節できる｡なお調節装置をピストンの上方にま

とめて設けたので,油漏れを起す心配がなく,操作も容

易である｡

(坂本)
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